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講
演
終
了
後
は
、「
イ
タ
（ita

）」
と
い
う
一
品
物
の
ア
イ
ヌ	

彫
刻
の
お
盆
や
、
ア
イ
ヌ
紋
様
を
あ
し
ら
っ
た
小
物
の
販
売
が

あ
り
ま
し
た
。
筆
者
は
、
司
会
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、
聴
衆

に
交
じ
っ
て
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
物
の
品
定
め
を
し
つ
つ
、
最
終

的
に
ハ
ン
カ
チ
と
コ
ー
ス
タ
ー
を
購
入
し
ま
し
た
。
今
回
の
講

演
会
の
よ
い
記
念
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
日
は
、50
余
名
の
参
加
者
を
集
め
る
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
の
関
根
さ
ん
を
は
じ
め
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
、
ま

た
、開
催
に
向
け
て
様
々
な
形
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

講
の
み
可
）。
後
学
期
の
「
ア
イ
ヌ

語
Ⅱ
」
で
は
、
知
里
幸
恵
の
『
ア
イ

ヌ
神
謡
集
』
を
中
心
に
学
習
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム
イ
』の
コ
ミ
ッ

ク
や
映
画
で
ア
イ
ヌ
に
関
心
を
も
っ

た
新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
来
年
度
以

降
、「
ア
イ
ヌ
語
Ⅰ
・
Ⅱ
」
を
受
講

し
て
、
も
っ
と
ア
イ
ヌ
の
世
界
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

講
演
会

「
ア
イ
ヌ
語
」
開
講
記
念
講
演
会
（
第
２
回
）
報
告

国
際
日
本
学
部　

国
際
文
化
交
流
学
科

　

廣
瀬 

富
男

　

去
る
3
月
、
神
奈
川
大
学
国
際
日
本
学
部
国
際
文
化
交
流
学

科
「
ア
イ
ヌ
語
」
開
講
記
念
講
演
会
の
第
2
弾
が
行
わ
れ
、
ア

イ
ヌ
民
族
・
文
化
の
若
手
伝
承
者
と
し
て
ご
活
躍
の
関
根
摩
耶

さ
ん
を
米
田
吉
盛
記
念
ホ
ー
ル
に
お
迎
え
し
ま
し
た
。
講
演
タ

イ
ト
ル
は
、「
私
の
ア
イ
ヌ
～
平
取
町
二
風
谷
の
育
ち
か
ら
～
」

で
す
。

　

講
演
は
多
岐
に
わ
た
る
内
容
で
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
工
芸
に
始

ま
り
、
料
理
、
狩
猟
、
こ
と
ば
、
ご
出
身
地
の
二に

風ぶ

谷た
に

、
そ
し
て	

ご
家
族
の
話
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
「
ユ
カ
ㇻ

（yukar

）」
さ
な
が
ら
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
壮
大
な
「
物	

語
」
の
時
間
は
、
誰
も
が
楽
し
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
至
る

所
に
散
り
ば
め
ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

お
馴
染
み
の
「
ア
ル
プ
ス
一
万
尺
」
の
遊
び
を
ア
イ
ヌ
語
学
習

用
の
替
え
歌
で
や
っ
て
み
た
り
、
ア
イ
ヌ
語
に
関
す
る
ク
イ
ズ

に
挑
戦
し
た
り
─
「
ア
イ
ヌ
語
に
色
を
表
す
語
は
い
く
つ
あ
る

か
？
」「yay-ko-si-ram

-suypa

［
自
分
・
で
・
自
分
（
の
）・	

心
・（
を
）
揺
ら
す
（
複
数
形
）］
と
い
う
動
詞
は
ど
う
い
う
意

味
か
？
」
─
み
な
さ
ん
な
ら
、
ど
う
答
え
る
で
し
ょ
う
？

　

講
演
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
消
滅
危
機
言
語

（endangered	language

）」
の
話
題
の
中
で
、
関
根
さ
ん
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
「
マ
オ
リ
語
（M

aori

）」
の
復
興
を

可
能
に
し
た
「
テ
・
ア
タ
ア
ラ
ン
ギ
（T

e	A
taarangi

）」
と

い
う
言
語
習
得
法
に
触
れ
、「
将
来
は
ア
イ
ヌ
語
の
み
で
運
営

す
る
保
育
園
を
作
り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
点
で
す
。
ま
だ
20

代
半
ば
の
彼
女
の
こ
の
言
葉
の
中
に
ア
イ
ヌ
語
復
興
の
予
兆
が

あ
る
─
そ
う
い
う
思
い
を
抱
き
ま
し
た
。

講演会

　

さ
て
、今
回
の
講
演
を
機
に
、ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
も
っ

と
知
り
た
く
な
っ
た
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
方
、
加
え
て
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
ア
イ
ヌ

に
興
味
を
お
持
ち
に
な
っ
た
方
に
は
、「
ア
イ
ヌ
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
施
設
が
台
東
区
元
浅
草（
J
R

御
徒
町
か
ら
徒
歩
13
分
）
に
あ
る
の
で
、
一
度
足
を
運

ん
で
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ア
イ
ヌ
関
連
の

蔵
書
や
映
像
資
料
が
充
実
し
て
お
り
、
日
が
な
一
日
、

ア
イ
ヌ
文
化
に
浸
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
4
月
か

ら
「
ア
イ
ヌ
語
Ⅰ
」（
火
曜
日
3
時
限
）
が
開
講
さ
れ
、

5
名
の
1
年
次
生
と
1
名
の
大
学
院
生
が
、
藤ふ

じ

田た

護ま
も
る先

生
の
ご
指
導
の
下
、
楽
し
く
ア
イ
ヌ
の
言
葉
・
文
化
・

社
会
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
（
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
り
、
2
～
4
年
次
の
学
生
、
及
び
大
学
院
生
は
、
聴

24


